
〒114-8524  東京都北区堀船2-17-1　Tel:03-5390-7303（英語編集部）  Fax:03-5390-7300    
札幌 011-562-5721　 仙台 022-297-2666　 東京 03-5390-7467　 金沢 076-222-7581　 名古屋 052-939-2722
大阪 06-6397-1350　 広島 082-568-2577　 福岡 092-771-1536　 鹿児島 099-213-1770　 那覇 098-834-8084
https://www.tokyo-shoseki.co.jp　　　　　教育情報サイト 東書Eネット　https://ten.tokyo-shoseki.co.jp　

本社
支社・出張所

ホームページ

3教 内容解説資料

A 6097

明石　達彦	 東京都江戸川区立西葛西中学校主任教諭

荒井　貴和	 上智大学講師

アレン玉井 光江	青山学院大学教授

飯塚　晃三	 元兵庫県姫路市立琴陵中学校校長

五十嵐浩子	 国士舘大学教授

池田　　真	 上智大学教授

石鍋　　浩	 明海大学教授

和泉　伸一	 上智大学教授

磯部　文雄	 元千葉県富津市立天羽東中学校校長

一條亜紀子	 宮城県白石市立東中学校教諭

海野　康太	 宮城教育大学附属中学校教諭

大井　恭子	 清泉女子大学教授

大内由香里	 東京都荒川区立第九中学校教諭

大里　弘美	 比治山大学准教授

大下　邦幸	 福井大学名誉教授

大嶋　秀樹	 滋賀大学教授

大下　誠司	 香川県高松市立下笠居中学校校長

太田かおり	 西南女学院大学教授

大谷あすみ	 埼玉県嵐山町立玉ノ岡中学校教諭

大塚　恵理	 京都府京都市立上京中学校教諭

大友　麻子	 東北学院大学准教授

葛西　　猛	 北海道函館市立戸倉中学校教諭

笠原　　究	 北海道教育大学教授

梶田　哲也	 京都府京都市立朱雀中学校教諭

柏　　敬太	 北海道教育大学附属札幌中学校教諭

鎌田真由美	 島根大学教育学部附属義務教育学校教諭

上萩　琴美	 徳島県石井町藍畑小学校教頭

北野マグダ	 文教大学准教授

國宗　芳彦	

黒澤　　敬	 東京都中野区立第四中学校主任教諭

小泉　香織	 渋谷教育学園幕張中学校･高等学校教諭

肥沼　則明	 筑波大学附属中学校主幹教諭

河本　政浩	

高本　裕迅	 白百合女子大学教授

小寺　恭子	

後藤　博宣	 神奈川県横須賀市立田戸小学校教頭

小林　　翔	 茨城大学助教

齋藤　英敏	 茨城大学准教授

齊藤　大行	

佐々木雅人	 鳥取県鳥取市立河原第一小学校教頭

佐藤　　勉	 福井県福井市湊小学校教頭

佐藤　博晴	 山形大学教授

實重　詔子	 島根県安来市立広瀬中学校教頭

澤田　　靖	 新潟県上越市立春日中学校校長

杉田　由仁	 明治学院大学教授

杉本　義美	 京都外国語大学教授

鈴木三千弥	 福井県福井市社中学校教諭

鈴木　　渉	 宮城教育大学准教授

壽原友理子	 東京都立両国高等学校附属中学校教諭

関　　　実	 東京都板橋区立高島第一中学校校長

曽我部裕司	 徳島県小松島市小松島南中学校教頭

田岡　　綾	 高知県高知市立旭中学校指導教諭

髙田　純子	 島根県雲南市立吉田中学校教諭

髙田　真一	 石川県金沢市立港中学校教諭

高橋　俊章	 山口大学教授

髙橋　　尚	 宮城県利府町立しらかし台中学校教諭

高山　大輔	 福井県福井市明倫中学校教諭

建内　高昭	 愛知教育大学教授

竹島　朱美	 大阪府大阪市立春日出中学校主務教諭
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巽　　　徹	 岐阜大学教授
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種井　一郎	 兵庫県神戸市立塩屋中学校教諭

土田　友信	 石川県金沢市立長田中学校教諭

津波　　聡	 沖縄国際大学教授

坪田　裕希	 東京都武蔵野市立第一中学校主任教諭

天王寺谷圭司	 鳴門教育大学附属中学校教諭

豊嶋　正貴	 文教大学付属中学校・高等学校教諭

富田　彰憲	 香川県高松市立牟礼中学校教諭

永尾　　智	 香川大学教授

中島　義和	 西南学院小学校教諭

長沼　真人	 秋田県秋田市立秋田西中学校教諭

長嶺　寿宣	 熊本大学准教授

中村　隆秀	

中村　典生	 長崎大学教授

名越　智子	 神奈川県川崎市立東高津中学校教諭
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縄田　裕幸	 島根大学教授

根本　　誉	 東京都北区立王子桜中学校主幹教諭

橋本　　憲	 島根県安来市立第一中学校教諭

濱田　　陽	 秋田大学准教授

林　　裕子	 佐賀大学准教授

平間　貴志	 神奈川県川崎市立稲田中学校総括教諭

平松　　直	 香川県高松市立木太中学校教頭

藤本あや子	 山口県下関市立川中中学校教諭

藤本　美佳	 山口県下関市立東部中学校教諭

船田　弘一	 大阪府堺市立福泉南中学校教諭

古家　貴雄	 山梨大学大学院教授

前川　卓哉	 東京都渋谷区立松濤中学校主任教諭

松尾　隆治	 宮城県多賀城市立多賀城中学校校長

松岡　敬明	 十文字学園女子大学教授

三浦　順治	 秋田大学名誉教授

村上　博喜	 宮城県大崎市立古川南中学校教諭

村野井　仁	 東北学院大学教授

安海　和枝	 梅光学院中学校･高等学校講師

谷内恵美子	 石川県白山市立松任中学校指導教諭

矢野　　淳	 静岡大学教授

山田　悦子	 山口県立下関中等教育学校教諭

山野　有紀	 宇都宮大学准教授

横澤　康子	 東京都調布市立第五中学校主任教諭

横山優美香	 兵庫県川西市立明峰中学校教諭

吉澤　孝幸	 秋田県立秋田南高等学校中等部教諭

依田　真弓	 岡山県玉野市立荘内中学校教諭

Gina Bertolino	エッセイスト

Mark Fennelly	四国大学准教授

Brian Peck	 昭和女子大学講師

東京書籍株式会社	 （ほか17名）

特別支援教育に関する編集協力

道面　美紀	 東京都墨田区立本所中学校指導教諭

村上加代子	 甲南女子大学准教授

色彩デザインに関する編集協力

色覚問題研究グループぱすてる

一般社団法人香川県進路指導研究部
研究主任
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清心女子高等学校教諭

広島県東広島市立高美が丘中学校
指導教諭

神奈川県川崎市立川崎高等学校附属中学校
教諭
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NEW HORIZONは，
いつの時代も
水平線の先を
目指してきました。

新しい英語の時代へ
ふみ出そう

考えを深め，
表現する力

英語教育改革のもと，求められる英語力は大きく変わります。

教科書づくりのうえで，不安や疑問の声をお聞きする一方，

今こそ授業を変えたいという先生方が全国にいらっしゃることもわかりました。

そして，先生方に共通するのは，「生徒の英語力を伸ばしたい」という願いです。

いつの時代も，新しい一歩を提案してきたNEW HORIZON。

その支えになってきたのは，先生方のお声でした。

今回も，先生方の切なる願いを知り，大きく教科書を変える勇気をいただきました。

「生徒がもっと英語を使う姿」を実現するために，

改革の波を乗り切り，水平線の先を目指して，

新たな一歩をふみ出しましょう。

小学校英語の
教科化への対応

目的・場面・状況
に応じた

コミュニケーション

考えを深め，
表現する力

これからの英語に求められること

昭和41年 発刊
初版当時から，表紙の船には

新しい英語教育への思いが 

こめられていました。

平成14年度版
Unit(基礎)とPlus(技能別

活用)の２部構成を採用し

ました。

平成28年度版
CAN-DOリストをもとに

した各単元の目標を示し，

学習の見通しを明確にしま

した。

小中高のつながりを
だいじにしています。

小学校
NEW HORIZON
Elementary
令和2年度，小学校英語教科化に伴う

記念すべき初版本です。

高等学校
All Aboard!，Power On，
PROMINENCE
中学校での学びをさらに深め，表現力

を育成します。



新しい教科書では
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Q A

NEW HORIZONは

「変わる学び」を  支えます。

入学から夏休み前までの期間をかけて，
丁寧につなぎます。（Unit０～Unit５）
●  Unit扉ではリスニング活動，パートの最初は小学校で学んだ表現を

使って「話す」活動を行い，本文も音で聞いてから読みに入ります。
● 小学校で扱った「表現」をいったん全て取り上げます。それらを中学

校の「文法」学習として積み上げられるように再配列しています。

小中接続期を充実「音」から「文字」へ
小学校では，「聞く」「話す」が中心。聞いたり 
話したりする「音」の活動から始めるのが効果的。

「表現」から「文法」へ
小学校では，「文法」学習は行いません。小学校
で扱った「表現」をできるだけ早いうちに取り上
げ，文法として整理することが重要。

目的・場面・状況への「気づき」
新学習指導要領では，文法は「必要性や有用性
を実感」させたうえ，「規則性や構造」に気づき
を促すこと，「指導に当たっては，コミュニケー
ションを行う目的，場面，状況」を設定すること
を求めています。また，文法の「用語や用法の
区別などの指導が中心とならないよう配慮」す
る点が明記されています。

「読み」を発信につなぐ指導
中学校では，本格的な読みの指導が始まります。
新学習指導要領にあるように，「必要な情報を
読み取る」，「概要を捉える」，「要点を捉える」
こと，そうやって「得られた情報や表現」を活用
し，「話したり書いたりして」自分の考えや気持
ちなどを表現する力が求められます。内容の理
解にとどまらず，考えを表現する力は，全国学
力調査や入試でも問われます。

これまでの
英語の学びから

どう変わる？

生徒たちが
小学校で
学んできたことを
生かすポイントって
何ですか？

Q A

Q A

目的・場面・状況
に応じた
コミュニケーション

小学校英語の
教科化への対応

考えを深め，
表現する力

文法を
コミュニケーションに
結びつけるには，
どうしたら
よいでしょうか？

中学校では，
どのように
「読む」学習を
するのでしょうか？

3段階読み

① 概要・大意をつかむ　

② 詳細をおさえる　

③ 表現につなげる 

1
Point

Unit本文の前に，
文法の「目的・場面・状況」を表す
音と映像を見て，「気づき」を促します。

Previewを新設2
Point

さまざまなタイプの読み物を
取り上げ，生徒の考えを深め，
発信につなげます。

「3段階読み」で対応3
Point

詳しくは，本誌p. 8

詳しくは，本誌p. 10

詳しくは，本誌p. 14

小学校のことに詳しくなくて
も，要素は教科書に全部入っ
ているので安心です。

特に目的・場面・状況に
注目したいところには，
マークがあります。

目的
場面
状況
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Welcome to Junior High School 
 小学校のふり返り

4

New School, New Friends
 中学校生活の始まり

自分がふだんよくすることや，
できることを伝えることができる。

I am .... / I like .... / Are you ...? /

Do you ...? / I can ....
10

Our New Teacher 
 ALTのクック先生

身近な人やものについて紹
しょう

介
かい

したり，
たずねたりすることができる。

This [That] is .... / He [She] is .... /

What ...? / Who ...? / How ...?
19

Club Activities 
 部活動

いつ・どこなのかをたずねたり，
数をたずねたりすることができる。

Where ...? / When ...? /

I want to .... / How many ...?
29

Friends in New Zealand 
 ニュージーランドの中学校生活

相手に指示したり，時刻や好きなものを
たずねたりすることができる。

Be .... / Come .... / Don’t .... /

What time ...? / What + 名詞 ...?
37

A Japanese Summer Festival 
 夏祭りの思い出

行った場所や，そこで楽しんだことなどについ
て話すことができる。

前置詞 / like ...ing / be good at ...ing /  

went, ate, saw, had, was
47

“All about Me” Poster
  自分の好きなことについて， 

つながりのある文章を書こう。 54

A Speech about My Brother
 兄の卓

たく

也
や

の紹介スピーチ

自分と相手以外の人やものなどについて，
たずねたり伝えたりすることができる。 
  紹介スピーチ

Takuya lives .... / Takuya does not .... /

Does Takuya ...?
57

Foreign Artists in Japan
 日本に暮らす外国人アーティスト

自分と相手以外の人について話したり，
どちらなのか，だれのものかをたずねたり
することができる。 

Do you know him [her]? / Which ... ? /

Whose ticket ...? / mine [yours]
67

A Surprise Party
 サプライズ誕生日パーティー

今していることについて説明したり，
たずねたりすることができる。
  

I am watching .... / Are you taking ...? / 

What are you doing? / How [What] ...!
77

Think Globally, Act Locally
 国際支

し

援
えん

，水問題

したいことや，する必要のあることなどに
ついて説明したり，たずねたりすることが
できる。 

She wants [tries] to .... / What do you 

want to ...? / The children look happy.
87

My Hero
  好きな有名人や尊敬する人について 

たずねたり，説明したりしよう。 96

Winter Vacation
 クック先生のロンドン旅行

過去の出来事について説明したり，
たずねたりすることができる。 
  

I visited .... / I saw .... / 

Did you ...?
101

This Year’s Memories
 一年の思い出

過去の状態や気持ち，過去のある時点にして 
いたことについて説明することができる。 
  

I was .... / Were you ...? / 

There is [are] .... / I was playing ....
109

My Favorite Event 
This Year

  思い出に残った学校行事について 
発表しよう。 120

Unit

0
Unit

1
Unit

2
Unit

3
Unit

4
Unit

5
Stage
Activity 1

Unit

6
Unit

7 キャラクタークイズ

Unit

8 場面レポート

Unit

9 ポスター作り

Stage
Activity 2

Unit

10 思い出トーク

Unit

11 日記

Stage
Activity 3

何を学習するのかな学習の見通しを立てよう
タイトル ページ

Stage

1

Stage

2

Stage

3

学び方コーナー
1  辞書の使い方①   9

2  単語のつづりと発音①   28

3  辞書の使い方②   65

4  単語のつづりと発音②   85

英語の歌
1  Sing / Hello, Goodbye   18

2  Take Me Home, Country Roads / Sailing   46

Small Talk!   ① 56 / ② 100 資料編   127

使われている主な記号について

  各ページのコードを読み取ると，本文と語句の音声を聞けます。
また，Unit 6-11のPreviewには音声と映像があります。

①統合Unitでは5つの領域をバランスよく
扱
あつか
います。このマークは複数の領域

を扱うことを示します。

巻末口絵 CAN-DOリスト

 発音のポイント

 他教科と関連する内容

自己表現に役立つ 
単語表現集Tool Box

※ コンテンツ使用料は発生しませんが，通信費は自己負担となります。

⇒  　　　 には次のURLやコードからアクセスできます。 と ① ②

https://tsho.jp/03j/nh1/

　　　 このマークがあるところには，デジタルコンテンツ
（資料や映像など）が準備されています。②

活動目標(GOAL)
GOAL

文法(Key Sentence)

Ke

y Sentence

太字 =特に覚えたい語

 =強く読むところ

小学校で学習した単語
小学校の単語

New Words

  お願い 許可する・依
い
頼
らい
する    64

  体調 説明する・指示する    74

  留学生のプロフィール   75

  お祝い グリーティングカード    84

  道案内 質問する・説明する    94

  欠席した友達への電話連
れ ん

絡
ら く

   95

  Let’s Climb Mt. Fuji   98

Let’s
Talk 1

Let’s
Talk 2

Let’s
Listen 1

Let’s
Write 1

Let’s
Talk 3

Let’s
Listen 2

Let’s
Read 1

  旅先からの便り 絵はがき    108

  レストラン 注文する     116

  ラジオDJのトーク   117

 Learning LITERATURE in English   122

  City Lights   124

Let’s
Write 2

Let’s
Talk 4

Let’s
Listen 3

Let’s
Read 2

be動詞と一
いっ
般
ぱん
動詞 26

名詞 36

疑問詞 44

三人
にん
称
しょう
単数現在形 66

代名詞 76

現在進行形 86

過去形と過去進行形 118

81

two three

学習をふり返ろう ― CAN-DOリスト  ― どんなことが
できるようになったかな

◦  アルファベットの文字の音を聞きわける
ことができる。

◦ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生
活に関する身近で簡単な話のおおまかな
内容がわかる。

◦ アルファベットの文字を見て，その音が
わかり，発音できる。

◦ 単語を見て，発音を推測できる。
◦ 身近で簡単な語句や表現の意味がわかる。

◦ 名前や好きなもの・こと・人，誕生日な
どについて伝え合うことができる。

◦ 簡単な語句を使って，行きたい場所など
をたずねたり，それに答えたりすること
ができる。

◦ 簡単な表現を使って自己紹介することが
できる。

◦ 自分の町や将来の夢などについて，発表
することができる。

◦ アルファベットの文字が書ける。
◦ 自分のことや身近なことについて，簡単
な英語を書き写したり，例文を参考に，
音声で慣れ親しんだ語句や表現を書いた
りすることができる。

中学1年の目標　それぞれの目標を達成できたか，青字の箇所で確認しましょう。

好きなことや日常的にしていることについ
ての短いスピーチなどを聞いて，主な内容
を聞き取ることができる。
U1-U5

好きなことや日常的にしていることについ
て書かれた自己紹介ポスターなどを読んで，
主な内容を読み取ることができる。
SA1

自分が好きなことや日常的にしていること
について，即興でたずねたり答えたりする
ことができる。
 U1-U5

自分が好きなことや日常的にしていること
について，即興で発表することができる。
U1-U5

自分が好きなことや日常的にし
ていることについて，つながり
のある文章を書くことができる。
SA1

身近な人や有名人について，対話やスピー
チなどを聞いて，主な内容を聞き取ること
ができる。
LL1

有名人や身近な話題についての紹介文など
を読んで，主な内容を読み取ることができ
る。
U6, U7, U9, LR1

身近な人や有名人について，
たずねたり答えたりするこ
とができる。
U6, U7, SA2

身近な人や有名人について，発表すること
ができる。
U6

身近な人や有名人について，つながりのあ
る文章を書くことができる。
SA2

体験したことやその感想などについてのク
ラスメートのスピーチなどを聞いて，主な
内容を聞き取ることができる。
LL3

物語や体験談などのつながりのある文章を
読んで，主な内容を読み取ることができる。
U10, LR2

自分やクラスメートが体験したことやその
感想について，たずねたり答えたりするこ
とができる。 

U10, SA3

自分が体験したことや
その感想などについて，
発表することができる。 

SA3

自分が体験したことやその感想などについ
て，つながりのある文章を書くことができ
る。 

U11, LW2, SA3

はっきりと話されれば，日常的な話題につ
いて，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で
書かれたものから必要な情報を読み取るこ
とができる。（～200語程度）

関心のある事
こと

柄
がら

について，簡単な語句や文
を用いて即興で伝え合うことができる。

関心のある事柄や体験したことなどについ
て，簡単な語句や文を用いて話すことがで
きる。

関心のある事柄や体験したことなどについ
て，簡単な語句や文を用いて正確に書くこ
とができる。（～40語程度）

はっきりと話されれば，日常的な話題につ
いて，話の概

がい

要
よう

をとらえることができる。
日常的な話題について，簡単な語句や文で
書かれたまとまりのある文章の概要をとら
えることができる。（～350語程度）

日常的な話題について，事実や自分の考え，
気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用
いて伝えたり，相手からの質問に答えたり
することができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，
気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用
いてまとまりのある内容を話すことができ
る。

日常的な話題について，事実や自分の考え，
気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用
いてまとまりのある文章を書くことができ
る。（～60語程度）

はっきりと話されれば，社会的な話題につ
いて，短い説明の要点をとらえることがで
きる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で
書かれたまとまりのある文章の要点をとら
えることができる。（～500語程度）

社会的な話題に関して聞いたり読んだりし
たことについて，考えたことや感じたこと，
その理由などを，簡単な語句や文を用いて
述べ合うことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりし
たことについて，考えたことや感じたこと，
その理由などを，簡単な語句や文を用いて
話すことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりし
たことについて，考えたことや感じたこと，
その理由などを，簡単な語句や文を用いて
書くことができる。（～80語程度）

聞くこと 読むこと 話すこと（やり取り） 話すこと（発表） 書くこと

小学校の学習

Stage 1
p.55                

Stage 2
p.97                

Stage 3
p.121                

1年学年末

2年学年末

3年学年末

Unit   U Stage Activity   SA
Let’s Listen   LL Let’s Talk   LT
Let’s Read   LR Let’s Write   LW

単元名の略し方

CAN-DO CHECK

CAN-DO CHECK

CAN-DO CHECK

6 7

小中高の一貫性のよりどころ

「東書CAN-DOリスト」
小中高の新学習指導要領を一覧表にすると，一貫したCAN-DOリストができます。
それを到達目標として達成するために，当社独自のCAN-DOリストを作成しました。
中学校については，まず卒業時の到達目標を決め，そこから各学年へ，
そして各単元（Unit，Stage Activity，Let’sシリーズ）の到達目標へとおろす
逆向き設計となっています。

各Stageの構成

目標と評価
の一致

目標と評価　　の一致

CAN-DOリスト巻末pp.2-3巻頭

『NEW HORIZON』は小中高を貫く独自のCAN-DOリストに基づいて，
段階的・系統的に学習が進められるよう，3年間の学習内容を構成しています。

「小中高CAN-DOリスト」に基づく構成

Let’s
シリーズ

目標に到達するための具体的な題材や活
動，文法事項を一覧にしたのが，各学年
のpp.2-3です。学年の最初にこの見開き
を使って，学習の見通しを立てます。

pp.2-3で 
学習の見通し

巻頭：目標の把握
「CAN-DOリスト」で

ふり返り
巻末のCAN-DOリストは，学年・Stage
ごとに設定しています。各Stageで学習
したことをふり返り，技能が身についた
かどうかを自己評価します。

巻末：自己評価

目標 評価

Stage
Activity

Unit

Stage

学習をふり返ろう ― CAN-DOリスト  ― どんなことが
できるようになったかな

◦  アルファベットの文字の音を聞きわける
ことができる。

◦ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生
活に関する身近で簡単な話のおおまかな
内容がわかる。

◦ アルファベットの文字を見て，その音が
わかり，発音できる。

◦ 単語を見て，発音を推測できる。
◦ 身近で簡単な語句や表現の意味がわかる。

◦ 名前や好きなもの・こと・人，誕生日な
どについて伝え合うことができる。

◦ 簡単な語句を使って，行きたい場所など
をたずねたり，それに答えたりすること
ができる。

◦ 簡単な表現を使って自己紹介することが
できる。

◦ 自分の町や将来の夢などについて，発表
することができる。

◦ アルファベットの文字が書ける。
◦ 自分のことや身近なことについて，簡単
な英語を書き写したり，例文を参考に，
音声で慣れ親しんだ語句や表現を書いた
りすることができる。

中学1年の目標　それぞれの目標を達成できたか，青字の箇所で確認しましょう。

好きなことや日常的にしていることについ
ての短いスピーチなどを聞いて，主な内容
を聞き取ることができる。
U1-U5

好きなことや日常的にしていることについ
て書かれた自己紹介ポスターなどを読んで，
主な内容を読み取ることができる。
SA1

自分が好きなことや日常的にしていること
について，即興でたずねたり答えたりする
ことができる。
 U1-U5

自分が好きなことや日常的にしていること
について，即興で発表することができる。
U1-U5

自分が好きなことや日常的にし
ていることについて，つながり
のある文章を書くことができる。
SA1

身近な人や有名人について，対話やスピー
チなどを聞いて，主な内容を聞き取ること
ができる。
LL1

有名人や身近な話題についての紹介文など
を読んで，主な内容を読み取ることができ
る。
U6, U7, U9, LR1

身近な人や有名人について，
たずねたり答えたりするこ
とができる。
U6, U7, SA2

身近な人や有名人について，発表すること
ができる。
U6

身近な人や有名人について，つながりのあ
る文章を書くことができる。
SA2

体験したことやその感想などについてのク
ラスメートのスピーチなどを聞いて，主な
内容を聞き取ることができる。
LL3

物語や体験談などのつながりのある文章を
読んで，主な内容を読み取ることができる。
U10, LR2

自分やクラスメートが体験したことやその
感想について，たずねたり答えたりするこ
とができる。 

U10, SA3

自分が体験したことや
その感想などについて，
発表することができる。 

SA3

自分が体験したことやその感想などについ
て，つながりのある文章を書くことができ
る。 

U11, LW2, SA3

はっきりと話されれば，日常的な話題につ
いて，必要な情報を聞き取ることができる。

日常的な話題について，簡単な語句や文で
書かれたものから必要な情報を読み取るこ
とができる。（～200語程度）

関心のある事
こと

柄
がら

について，簡単な語句や文
を用いて即興で伝え合うことができる。

関心のある事柄や体験したことなどについ
て，簡単な語句や文を用いて話すことがで
きる。

関心のある事柄や体験したことなどについ
て，簡単な語句や文を用いて正確に書くこ
とができる。（～40語程度）

はっきりと話されれば，日常的な話題につ
いて，話の概

がい

要
よう

をとらえることができる。
日常的な話題について，簡単な語句や文で
書かれたまとまりのある文章の概要をとら
えることができる。（～350語程度）

日常的な話題について，事実や自分の考え，
気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用
いて伝えたり，相手からの質問に答えたり
することができる。

日常的な話題について，事実や自分の考え，
気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用
いてまとまりのある内容を話すことができ
る。

日常的な話題について，事実や自分の考え，
気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用
いてまとまりのある文章を書くことができ
る。（～60語程度）

はっきりと話されれば，社会的な話題につ
いて，短い説明の要点をとらえることがで
きる。

社会的な話題について，簡単な語句や文で
書かれたまとまりのある文章の要点をとら
えることができる。（～500語程度）

社会的な話題に関して聞いたり読んだりし
たことについて，考えたことや感じたこと，
その理由などを，簡単な語句や文を用いて
述べ合うことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりし
たことについて，考えたことや感じたこと，
その理由などを，簡単な語句や文を用いて
話すことができる。

社会的な話題に関して聞いたり読んだりし
たことについて，考えたことや感じたこと，
その理由などを，簡単な語句や文を用いて
書くことができる。（～80語程度）

聞くこと 読むこと 話すこと（やり取り） 話すこと（発表） 書くこと

小学校の学習

Stage 1
p.55                

Stage 2
p.97                

Stage 3
p.121                

1年学年末

2年学年末

3年学年末

Unit   U Stage Activity   SA
Let’s Listen   LL Let’s Talk   LT
Let’s Read   LR Let’s Write   LW

単元名の略し方

CAN-DO CHECK

CAN-DO CHECK

CAN-DO CHECK

CAN-DOリストには，
UnitとStage Activityも，
Let’sシリーズも含みます。

Let’sシリーズ
4技能を集中的に扱い，よりリアルな場面
設定のもとで実践的なコミュニケーション
力を伸ばします。

Listening

Writing Reading

Speaking
(Interaction)

Speaking
(Production)

Part 1 身近な人やものを紹介しよう

20 21

Ms. Cook, this is Kaito.  He’s in Class 1B.

Kaito, this is Ms. Cook. 

She’s from America. 

She’s our new English teacher. 

Hello, Ms. Cook.

Nice to meet you.

This is Kaito. He is  in Class 1B.

 He is not in Class 1A.

This is Ms. Cook. She is  our teacher.

 She is not from Australia.

Is that a fish market?

      Yes, it is. [No, it is not.]

7

8

　  人やものを指すとき，近け
れば thisで，遠ければ that

で表す。すでに話題になっ
た人やものについて言うと
き，男性はhe，女性はshe，
ものは itで表す。あとに続
くbe動詞は isになる。

　  たずねるときは isを文の 

最初に置く。

7

8

Ke

y Sentence

入学後から今までに，クラスメートについてどんなことを知りましたか。
まずペアを作り，次に別のペアとグループを作りましょう。
そして自分のペアを「こちらは…です。彼/彼

かの

女
じ ょ

は私のクラスメートです。」
と言い，さらに知っていることを1つ加えましょう。

  This is Asada Shota.  He’s my classmate. 

  He can run fast. [He’s a guitar player. / He’s a soccer fan. など]

例

Ms. Cook: Is that a fish market?

Kaito: No, it’s not.  

 It’s a sushi restaurant.

Ms. Cook: Wow.  I love sushi.

 Is the restaurant popular?

Kaito: Yes, it is!  

 It’s always very crowded.    [61 words]

Your Turn

自分の学校の先生について，「こちらは…先生です。彼/彼女は私たちの…の先生です」という文を正しく書きましょう。

This is

海斗とクック先生が校舎の上の階に行くと，窓から町の様子が見えました。

小学校の単語
cla

▼
ssmate　　M

▼
s. ⇐⇒ M

▼
r.　　thi

▼

s　　i
▼

n　　cla
▼
ss　　E

▼

nglish　　tha
▼
t　　re

▼
staurant

a
▼
lways　　ve

▼
ry

Enjoy CommunicationEnjoy Communication

p.26 Grammar 1

●一言メモ
回転ずし店には，多言語対応
の注文用コンピュータが各席
に設置されている店もあり，
訪日外国人に人気があります。

 Ame
▼
rica

 ma
▼
rket

 wo
▼
w

 po
▼
pular

 cro
▼
wded

 Co
▼
ok　クック[姓] 

  

 Nice to meet you. 
  
 he’s ⇐ he is

 she’s ⇐ she is

 it’s ⇐ it is

   New Words

p.156 教科

Nice to meet you, too.

Story ある朝，担任の戸
と

田
だ

先生が海
かい

斗
と

を呼びとめました。戸田先生のとなりの人はだれですか。

 Sounds and Letters 4

[f] fish

[v] very

Beat by Beat!
Thi

●

s is Mi
●
na.  She

●

’s my si
●
ster.

p.164

音声を聞き，はじめの文字を　　に書こう。

① an　　② an　

Unit 2Our New Teacher

twenty twenty-one

5

コード
入るUnit

文法について，
目的・場面・状況から導入し，
４技能を使った学習を行います。

本誌pp. -8 15 本誌pp. -18 21

54 55

自分の好きなことについて，つながりのある文章を書くことができる。GOAL

つながりのある文章を書けたか，ポスターを読んでふり返ろう。CHECK

校内の掲示板に1年生の自己紹介ポスターをはることになりました。先
せ ん

輩
ぱ い

や，
教わっていない先生，授業参観で訪

おとず

れる人に自分を知ってもらう文章を書きましょう。

光
こう

太
た

の自己紹介文を読んで，次の質問に答えましょう。

①光太が好きなことは何ですか。　
②光太は読み手にどんなことを質問していますか。

  ペアになり，いろいろな話題について，「あなたの好きな…は何ですか」と
 たずね合いましょう。
1

ペアやグループで，ポスターを交
こう

換
かん

して読み合いましょう。
クラスメートのポスターに書いてある質問に答えたり，さらに知りたいことをたずねたりしましょう。

 自己紹介で特に取り上げたい話題を上から1つ選び，下のマッピングを参考に，書く内容を考えましょう。2

 食べ物 (food)  スポーツ (sport)  本，マンガ本 (book / comic book)

 動物 (animal)  教科(subject)  映画（movie）　　　  その他（other）

自己紹介の内容を考えよう

ポスターを読んで感想を伝え合おう

2STEP

4STEP

自己紹介のモデル文を読もう1STEP

Tool Box

●具体的な情報
be good at ...  …が得意だ

often eat [drink] ...  …をよく食べる[飲む]

read ... books a month  1か月に…冊の本を読む

like playing ...  …をプレー[演奏]するのが好きだ

●読み手への質問やメッセージ
What is your favorite ...?  あなたの好きな…は何ですか。

Let’s ... together.  いっしょに…しましょう。

Let’s talk about it.  それについて話しましょう。

Feel free to talk to me.  気軽に話しかけてください。

 STEP 2で選んだ話題について，p.54のTool Boxなどを参考に，つながりのある文章を書きましょう。

ポスターを書こう3STEP

“All about Me” Poster
Stage
Activity 1 統合

話題

具体的な情報

読み手への
質問や
メッセージ

 Kota, your poster is great.   ［ポスターの感想］

 My favorite soccer player is Iwata Mana.   ［質問への答え］

 Do you sometimes watch games at the stadium?   ［さらに知りたいこと］

例

 What food do you like?例

Name :

Age :

Birthday :

Elementary School :

Club [Team] :

My FavoritesAll
about

me! My Picture

Food

Sport

Book

Animal

Subject

Movie

1

2

3

4

5

6

好きな選手

プロ選手に
なりたい

スタジアムで
試合観戦したい

部活動

週5日練習
一生懸

けん

命
めい

練習している

スタメンで
試合に出たい

目的
場面
状況

 po
▼
ster

 sta
▼
rter

 te
▼
ll

 co
▼
mic

 mo
▼
vie

 o
▼
ther

 a
▼
ge

 sta
▼
dium

   New Words

 fa
▼
mous

 bo
▼
ok

 pla
▼
ying

 ta
▼
lk

 eleme
▼
ntary school

 so
▼
metimes

小学校の単語

Stage

Cleared!
これまでの学習をふり返ろう

CAN-DO CHECK

巻末口絵 CAN-DOリストStage1 (pp.4-55)

 I’m Ito Kota.  I like soccer.  

 I’m on the soccer team.  I want to 

be a starter, so I practice hard.

 I’m a big fan of Kubota Satoshi.  

He’s a famous soccer player.  Who’s 

your favorite player?  Please tell me.

例

[40 words]

サッカー

26

fifty-fivefifty-four

5

Stage Activity
複数の技能・領域を統合的に
活用し，自己表現をします。

本誌p. 16

全体

生徒自身が見通しを
持つことが大事だね。
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▲1年 pp.20-21 Unit 2
▲1年 pp.4-7 Unit 0

▲1年 p.19 Unit 2

1

2

3

音 音 表現 音→文字 表現 表現→文法

Unitは，単元全体の本文を「聞く」ことから始めます。
音声で単元の内容をイメージします。

リスニングで概要把握

Unitの構成と配当時数 （6時間扱い） 

Partの最初に小学校で慣れ親しんだ「表現」を使って
「話す」活動を行います。生徒は既習の「表現」を思い出
し，教師はレディネスチェックを行います。

小学校の「表現」を使う

小学校の単語 マークの意味

生徒はまだ文は読めませんが，慣れ親しんだ「表現」を
使った内容なので，聞くとわかります。まず聞かせて，
指で追いながら徐々に文字と一致させます。

本文も「音」が先
生徒は中学校で初めて文法を学習します。小学校で
は「目的・場面・状況」に合う「表現」として扱ってい
るので，同じ視点からおさえると効果的です。

文法的に整理

扉 Enjoy Communication Story（本文） Key Sentence（基本文）

構成 扉 Part 1 Part 2 Part 3

時数 1・2 3・4 5・6

1 2 3 4

Sounds and Letters
音と文字の関係をおさえる
活動で，帯活動で扱えます。

小学校マーク
小学校の既習事項であること
を示します。

Part 1～3は，
どのUnitも
同じ構成です。

生徒が聞いてわかる単語です。
書く単語は，「Your Turn」で
必要なものを中心に指導します。

本誌p. 「語彙の扱い」28

4

小学校の活動，アルファベットの
名前と音，文字の書き方の要点を
まとめています。
全5ページ2時間配当なので，で
きなくても立ち止まらずに，Unit 
5までに繰り返し扱って，定着を
図りましょう。

教科書pp.4-8

Unit 0は？

小学校の学びを生かし，丁寧に中学校の学びにつなぐために，入学から夏休みまでの期間を当てています。

小学校で学んだ「表現」を使って「聞く」「話す」活動から授業に入ります。1
Point

小中接続期を充実
1年Unit 1～5の学習の展開例

本ページ右下のQRコードから
実際の音声を聞くことができます。

QRコード
本文と単語の音声を読み込め
ます。家庭学習に効果的です。

英語 02
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▲1年 p.57 Unit 6

Mini Activityでは，主に文法の理解を確認し，「知識・技能」を評価します。
Unit末には，学習したことを総合的に確認する活動として
Unit Activityを設定し，「思考力・判断力・表現力」を評価します。

構成 扉 Preview Story ① Story ② Mini Activity Story ③ Unit Activity

時数 1 2 3 4 5 6

▲1年 pp.58-59 Unit 6

Unit 5までと同様，目的・場面・状況に合う文法が使えるようになるよう，
中学校で新出の文法事項を扱うUnit 6以降でも，どう使うかを「Preview」で気づかせる導入をします。2

Point

Previewを新設

ここまでの学習と同様に，「聞く」ことから始めます。
新出の文法が含まれていてもわかる簡単な内容のリ
スニングです。

リスニングで新出文法を導入
文法を形として覚えるだけではなく，文法を使う「目
的・場面・状況」を理解することで，必要なときに
使える力が身につきます。この「目的・場面・状況」
への気づきを，映像を見ることで促します。

映像で気づきを促す
扉から一連のストーリーがつながっていて，生徒は話
題を予想することができます。ここでも「聞く」ことか
ら本文に入り，誰がどこで何をするのかなどの概要を
把握する読み方につなぎます。

概要を把握する読み方
気づきを確実な知識としておさえます。文法確認の
ための代入練習Practiceも，登場人物や話が本文
と関連しているので，生徒にとって意味のある練習
ができます。

文法練習まで一連のストーリー

扉 Preview Story（本文） Key Sentence（基本文）＋ Practice
1 2 3 4

1
2

3

4

発話例
I have a brother.  He’s Sam.  
He’s five.  He’s good at singing.  
We often walk in the park.

スクリプト
Hello, everyone. Look at this picture. 
This is Takuya, my brother. He’s 
twenty years old. He lives in the 
Philippines. He studies English at a 
language school there. He has many 
friends at school. He really likes the 
Philippines.

Enjoy Listeningで，
新出の文法事項を「音」で導入

Warm-upで，既習事項を復習

1年Unit 6～11の学習の展開例

評価① 評価②

次のページをめくる前に
QRコードを読み込んで
Previewの映像を見ましょう！

Unitの構成と配当時数 （6時間扱い） Practiceも，朝美の兄「卓也」
についてのストーリーが続い
ているんだね！

英語 03



12 13

▲2年 p.7 Unit 1

構成 扉 Preview Scene ① Scene ② Mini Activity Read and 
Think①

Read and 
Think② Unit Activity

時数 1 2 3 4・5 6・7 8

▲2年 pp.14-15 Unit 1

▲2年 pp.8-9 Unit 1

扉には単元を貫く問いを示し，英語の見方・考え方を培うと同時に，学びを深める
手立てとしています。より多様で深い内容の題材に触れることが，生徒の考えや思いを引き出します。3

Point

写真をもとに，英語で生徒とやり取りをし，題材内容
への興味を高めます。さらに「単元を貫く問い」Point 
of Viewを提示して，考えさせます。

写真とPoint of Viewで題材導入
文法を使う「目的・場面・状況」を理解する重要性は，
2・3年でも変わりません。2・3年では紙面に文字
がなく，映像のみで気づきを促します。

2・3年でもPreviewから
Unit前半のScene①②の本文は，形式のある短めのものを
取り上げ，次の「3段階読み」につなげます。扱う文法事項
は，Unit中でより重要なものが先にくるようにしています。

概要を把握する読み方

扉 Preview Scene①② Read and Think①②
1 2 3

1
2 3

2・3年Unitの学習の展開例

評価① 評価②

2・3年では，コミュニケーションの
「目的・場面・状況」に重点を置いて
本文が展開されるため，パート名を
Sceneとしました。

Point of View
「単元を貫く問い」を設定し，Read and Think②
の最後にもう一度問いかけて，生徒が自身の考えの
深まりを実感できるようにしています。

Unitの構成と配当時数 （8時間扱い） 

「３段階読み」で対応❶

英語 04

Unit後半では「読む」ことを重点的に
扱います。「3段階読み」の詳細は次
ページへ。話題はずっと続いています。

3段階読み
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後半の「Read and Think」では「読む」ことが中心です。概要から詳細の順に捉えていく
文章の読み方を身につけるとともに，自分の考えを深め，表現する力を育成します。3

Point

▲2年 pp.14-15 Unit 1

1

2

3

読んだことを「発表」や
「やり取り」，「書く」こと
につなげます。

返信メールを完成する
Unitが進むにつれて，自分の考えや
意見も言える・書けるようになります。

Round 3

質問の答えを完成する
2年の最初は空所を
埋める形式だから簡単！
本文中の　　の部分を
見つければ答えられます。

Round 2

写真を並べかえる
本文中の　　の部分を
見つければ答えられます。

Round 1

2年 Unit 2
タイプ：本（時系列の説明文）
題材：カレーの歴史

2年 Unit 6
タイプ：スピーチ（調査結果報告）
題材：リサーチと発表の仕方

3年 Unit 3
タイプ：学級新聞記事（意見文）
題材：ゴリラの絶滅危機

2年 Unit 1
タイプ：メール（旅行記）
題材：シンガポール旅行

さまざまな文章の
タイプと題材に
対応しています。

本誌pp. -26 27

「３段階読み」で対応❷

表現に
つなげる
�要約
�自己表現 など

Round 3

詳細を
おさえる
�スキャニング
�英問英答 など

Round 2

概要・大意を
つかむ

�スキミング
�見出しつけ など

Round 1

3段階読みの流れ 2年Unit 1の例
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Stage
Activity 1

Stage Activityでは，テーマ別の自己表現活動を通してここまでのUnitの学習で身についた力を
確かめます。4技能5領域を統合的に扱い，「話す」「書く」活動で評価します。

▲3年 pp.48-49 ▲3年 p.50

発表

Unitで学習したことを活用
したスピーキングテストなど，
パフォーマンス評価にも最適
です。

　 「話す［やり取り］」
　 「話す［発表］」
　 「書く」
の各領域を重点化した活動
が学年に1つずつあります。

自由にアレンジして活動
しやすい，定番のテーマ
を設定しています。

Unitの成果を確認

1年

1. 自己紹介のポスター作り 
2. 好きな有名人についてやり取り 
3. 思い出の行事のスピーチ 2年

1. 将来の自分への手紙 
2. クラス内で調査して発表 
3. 町のおすすめの場所の紹介 3年

1. 部活動・委員会活動の報告 
2. 日本文化のパンフレット作り 
3. ミニ・ディベートに挑戦 

配当時間 各2時間 配当時間 各3～4時間 配当時間 各4時間

Stage Activityの内容一覧

STEP 2では即興で，
最後のSTEP 4では
原稿を推敲してから
「発表」します。

重点領域活動
教科書紙面で赤枠で示されています。
ここでは「発表」を重点的に扱います。

巻末のCAN-DOリストを
使って評価します。

本誌p. 7

UnitからStage Activityへの流れ

Unit

1

Unit

2

Unit

3

Mini Activity

経験についてやり取り

Mini Activity

ずっと続けていることについてやり取り

Unit Activity

情報を整理してまとめて書く

Unit Activity

相手から聞いた「〇〇歴」を発表

p.11

p.23

p.28

p.44

Stage Activity
部活動などをふり返って活動報告
（発表 ⇒ 書く・やり取り など ⇒ 発表）

pp.48-50

「目的・場面・状況」を明示して
モチベーションを高めます。

目的
場面
状況

Stage 
Activity

一貫したCAN-DOリストに基づく全体構成の中で，Unitの学習を積み上げた先にあるのがStage Activityです。
各学年3つのStage末にあるStage Activityでは，領域統合的なパフォーマンス活動を行い，
そこまでの学習を確認することができます。

発表

　　3年Stage 1例
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Let’sシリーズには，Talk，Write，Listen，Readの4種類があります。各技能領域に特化した活動
を行い，目的・場面・状況に合わせたコミュニケーション能力を伸ばします。

実生活に即したコミュニケーション活動❶

1 質問して答える

1年 Unit 1～Unit 5のEnjoy Communicationでは，
小学校でやってきた簡単なやり取りをふり返ります。

2 対話を続ける

1年のSmall Talk!では，Unitの進度に合わせたテー
マ設定で，即興的に対話を続ける練習をします。

1年

❶お願い
❷体調
❸道案内
❹レストラン

2年

❶ホテルでのトラブル
❷ていねいなお願い
❸電車の乗りかえ
❹買い物
❺電話でのやり取り

3年
❶はじめての出会い
❷町中での手助け
❸食品の選択

新学習指導要領のポイントとなる新領域「話すこと［やり取り］」は，Let’s Talk以外のパートでも手厚く扱い，
小学校から高校へと段階的・系統的に力をつけられるようにしています。

▲1年 p.74

▼3年 p.102, 104

3 場面に合わせて対話する

主に2・3年の対話文には，
Plus Oneで即興的に対話
する活動を設定しています。

▲2年 p.60

Let’s Talk
実生活に即した場面や状況に合わせて，即興的なやり取りを行います。
小学校で「話す」活動を続けてきたことを生かし，中学校でも「間違いをおそれずに」
まず言ってみることから始めましょう。

Speaking 
Swallow

スピーキング スワロー

即興的なやり取り

設定を変えてアレンジする活動を通して，
状況に合ったやり取りの仕方や相手意識を
身につけます。

アレンジする3

その場面で使える典型的な表現を，モデル
対話を通して学習します。

モデルを確認する2

Let’s Talk以外でも!

▲1年 p.16

4 論理的に議論する

3年最後のStage Activityでは，やり取りの集大成と
して，「日本は住むのによい国か」というテーマでディ
ベートを行います。

▲1年 p.56

まず言ってみる1
目的
場面
状況

学習したことを使いながら，イラストの場
面や状況に合った表現を即興的に考えます。

本誌p. 8

小学校からつなげる新領域の『やり取り』

教師用指導書に付したQR
コードから，小学校の活動
が動画で見られます。

配当時間 各1時間

Let’s
シリーズ 目的

場面
状況

場面，話題，スキルなどの
観点から系統を意識した
配列です。
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1年
❶�Let’s Climb Mt. Fuji（メッセージ）
❷City Lights（物語）

130語
230語

2年
❶�History of Clocks（説明文）
❷�A Glass of Milk（物語）
❸  Pictures and Our Beautiful Planet（伝記・説明文）

296語
318語
397語

3年
❶�A Mother’s Lullaby（物語・スピーチ）
❷�Power Your Future（説明文）
❸  A Graduation Gift from Steve Jobs（スピーチ）

440語
403語
509語

▲1年 pp.98-99

適切な形式で書く活動

1年
❶留学生のプロフィール
❷欠席した友達への電話連絡
❸ラジオDJのトーク

2年

❶機内放送
❷インタビュー
❸天気予報
❹留守番電話
❺商品のコマーシャル
❻店内のアナウンス

3年

❶ディスカッション
❷講演
❸ラジオの災害情報
❹テレビの国際ニュース
❺�世界で働く人への 
インタビュー
❻中学校生活の思い出

1年
❶お祝い ―グリーティングカード―
❷旅先からの便り ―絵はがき―

2年
❶留守番電話のメッセージへの返信 ―メール―
❷ホームステイのお礼状 ―手紙―

3年
❶有名人への手紙 ―ファンレター―
❷記事への意見 ―投稿文―
❸グラフや表の活用 ―レポート―

目的に合わせた読む活動

Unit 4で防災を
扱う前に，災害
情報を聞きます。

▲3年 p.56 ▲3年 p.57

リアルな場面の聞き取りの活動です。身近な対話から社会的な話題まで段階的に取り上げます。 Unitで学んだ「読む」スキルを活かして，
さらに長い文章を読みます。さまざま
なタイプの文章をスパイラルに扱うこ
とで，高校に向けた読解力を確実に育
てます。

目的や場面に合わせて書く力をつける活動です。
日常的な短めの文章から聞いたり読んだりした
ことに対する意見文などまで扱います。

配当時間 各2～5時間

Writing Whale
ライティング ホエール

Let’s Listen

Listening Lion
リスニング ライオン

Let’s Write

Reading Raccoon
リーディング ラクーン

▲2年 p.67
▲2年 p.57

Unit 4でホームステイ
に行った流れを受けて，
お礼状を書きます。

▲3年 pp.106-107

バラエティ豊かな聞き取り

エネルギー問題に
ついて意見を述べ
るために読みます。

相手の希望に合わせた
登山ルートを提案する
ために読みます。

目的
場面
状況

実生活に即したコミュニケーション活動❷

聞く前に目的意識を明確にし，
自分ごととしてイメージをふ
くらませます。

目的
場面
状況

絵はがき⇒お礼状⇒ファンレターの
ように，目的に合わせた文章形式を
段階的に扱っています。

目的
場面
状況

文章構成を意識させるため，
モデル文には赤（導入），黄
（内容），青（まとめ）の色を
つけています。

配当時間 各1時間

配当時間 各1時間

Let’s
シリーズ

　　 非連続型テキストと合わせて 
必要な情報や要点を読み取る活動

例
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学びに向かう力の育成 基礎・基本の確実な定着

学年 内容 配当時間

1年

１ be動詞と一般動詞 2

２ 名詞 1

３ 疑問詞 2

４ 三人称単数現在形 1

５ 代名詞 1

６ 現在進行形 1

７ 過去形と過去進行形 2

学年 内容 配当時間

2年

１ 5つの文構造 1

２ 接続詞 1

３ 不定詞 1

４ 助動詞 1

５ 比較表現 2

６ 受け身 1

学年 内容 配当時間

3年

１  現在完了形と 
現在完了進行形 

2

２ 不定詞 1

３ 後置修飾 2

４ 仮定法 1

NEW

NEW

　　be動詞と一般動詞例

音声語彙

文章表現

学年 内容 テーマ ねらい

1年

１ 辞書の使い方① 語彙 語彙を広げるための辞書の基本的な使い方

２ 単語のつづりと発音① 音声 知らない単語でも読み方を推測しやすくなるライム（韻）の知識

３ 辞書の使い方② 語彙 同じつづりでも複数の意味を持つ単語の調べ方

４ 単語のつづりと発音② 音声 日本と英語の子音の発音のちがいの知識

2年

１ 単語の覚え方 語彙 語彙を定着させるための単語の効果的な覚え方

２ 音読の仕方 音声・文章 聞き手に伝わる音読の仕方のコツ

３ 意見の述べ方 表現 相手の意見に賛成したり反対したりするときに役立つ表現

3年

１ 語い・表現の増やし方 語彙・表現 コミュニケーションをさらに楽しむための語彙の増やし方

２ 文章の組み立て方 文章 読み手に伝わる，英語らしいパラグラフ構成の知識

３ これからの英語学習法 全般 生涯役立つ英語の学習法

●つまずきへの配慮
生徒が用法を混同しがちな文法については， 
見開きで対比的に扱うことで，ちがいを意識して
学習できるようにしました。

▲1年 pp.26-27

配当時間
各1時間

配当時間
1~2時間

文法は「コミュニケーションを支えるもの」なので，
必ず「場面・文脈」を意識した確認問題（Let’s Try!）
を用意しています。

▲3年 p.6

3年
接頭・接尾辞や類義語
などを意識して単語を

増やす

▲2年 p.33

音・つづり・意味から
単語を

覚える2年
　　「語彙」に関する学年間の系統性例

辞書で単語を

調べる1年

音で単語に

触れる

小学校

▲1年 p.9

※　　　 は，新たに高校からおりてきた言語材料。　　　NEW

▲現在完了形(継続)の説明（3年 p.30）

若葉市に2年間住んでいる

未来現在過去 2年前

▲動詞の用法の説明

I   
play

   soccer.

一般動詞

be動詞
am

文法の概念を理解するための豊富な図解

Use

日本語や既習事項と
対比して整理

Form
文構造を色と形で
区別して視覚的に
解説

Let’s Try!

場面や文脈のある
確認問題

学び方コーナーでは，生涯にわたり学び続けるため
の基盤を作ります。語彙，音声，表現，文章の4種
のテーマから学習に役立つコツを系統的に紹介し，
生徒の学びを支えます。

Grammar for Communicationでは，丁寧に文法を解説し，何度でも見直して自学自習
できるようにしています。自習により文法理解が進めば，授業ではコミュニケーション活動
など学校でしかできないことに時間を使うことができます。

学び方
コーナー

Grammar
for

Communication



変わる入試やテストに対応

24 25

全国学力調査に「話すこと」の問題が加わり，大学入試も今後，4技能化されます。

科学技術・AI

●読む力を段階的に育成

分量増への対応

●求められる力の変化に対応
全国学力調査では200語弱，高校入試では，300～700語程度の長文読解問題が出題されています。
新学習指導要領による指導語数増加も踏まえ，長文を段階的に豊富に取り入れました。

2年 p.24ほか Plus One

近年の入試頻出の題材・テーマを，切り口を変えながら，教科書の中で繰り返し取り上げています。

1年 Unit 9など 2年 Unit 3など 3年 Unit 4など 3年 Let’s Read 2など

▲2年 pp.128-129 ▲2年 p.130

Unit（Read and Think） Let’s Read Optional Reading 名作鑑賞

1年 ― 130～230語程度 210～270語程度 ―

2年  80～120語程度 300～400語程度  90～140語程度 330語程度

3年 100～300語程度 400～500語程度 270～590語程度 470語程度

本編のUnit，Let’s Read

では，段階的に分量を増
やしています。

全国学力調査 話すこと 2 正答率 10.5%

国際協力の仕事・ボランティア 訪日外国人の増加 環境・エネルギー問題

時代を映した題材

定番のスピーチや対話文から物語，伝記，非連続型テキストを読み取るものまで，さまざまな文章を扱っ
ています。文章のタイプによって課題を変えながら，3段階読みで読む力を着実に育てます。

▲2年 pp.52-53

多彩な文章形式 

スピーキング

分量増への対応 単純な代入や和文英訳などではない，設定や文脈のある課題への対応力が求められています。

正答率 29.8%1年 p.27 Grammar for Communication 1

目的・場面・状況

全国学力調査 書くこと　（２）②9

歴史を時系列に
整理する

見たい演目を
選んで伝える

好きな店の
レビューを書く

本誌pp. - ，p. 参照12 15 21

文法のまとめGrammar for Communication
にも文脈のある練習を設けています。

自分の意見を考え，相手に伝わるように的確に表現することが求められています。

全国学力調査 書くこと 10 正答率 1.9%3年 p.45 Let’s Write 2 / p.66 Unit 4 Unit Activity

思考力・判断力・表現力

自分の意見とその理由を考え，
表現する活動が豊富です。

図やイラストの内容を的確に
描写・表現する力をつけます。

3年間を通して，即興的に対話を続ける
ための課題を用意しています。

読む分量は，段階的に増やしています。また，リーディング教材や新しいタイプの課題が充実し，
新傾向の高校入試や全国学力調査にも対応できます。



豊かな心を育む多様な題材

3年

2年

3年2年

アメリカ（アラスカ）

3年

広島・アメリカ

1年

ケニア

3年

アフガニスタン

2年

3年

佐渡・コンゴ

26 27

を充実CLIL（	Content and Language）	 Integrated Learning

CLILとは，内容の学習と言語学習を統合した
アプローチです。他教科で学んだことを英語
の視点で学ぶコーナー，Learning “...” in 
Englishを設けました。

学年 関連教科・
分野 内容 配当時間

1年 国語 物語の山場

各1時間
2年

技術・家庭
（家庭） 食品表示

技術・家庭
（技術）

情報技術の
進歩

3年
理科 食物連鎖

各2時間
社会（公民） 18歳選挙権

3年1年 2年 オーストラリア・
イタリアなど

日本の伝統・文化を見つめ直す地球市民としての心を育む題材紹介　1 題材紹介　2

題材紹介　3

題材紹介　4

Unit 7

日本の伝統工芸
や芸能の分野で
活躍する外国人

Foreign Artists in Japan

Unit 2

海外でも愛され
る俳句の魅力

Haiku in English

Unit 7

世界遺産の特徴
や，その特別な
価値

World Heritage Sites

SDGsとは，2015年国連サミットで採択された17の目標です。
2016年から2030年までに，今の世代の人も将来の世代の人も幸せに
暮らしていける「持続可能な世界」の実現を目指します。

Unit 3

AIの進化による，仕事や社会の変化

My Future Job

Unit 1

障がい者スポーツを支える用具の技術開発

Sports for 
Everyone

Unit 9

世界の水問題

Think Globally, 
Act Locally

Let’s Read 1

広島に原爆が落とされた日の物語

A Mother’s Lullaby

Unit 3

絶滅の危機にひんする動物たち

Animals on 
the Red List

Let’s Read 3

写真家，星野さんが伝えた環境の大切さ

Pictures and Our 
Beautiful Planet

Unit 6

ランドセルの寄付など，国際支援の取り組み

Beyond Borders

Unit 5

だれもが住みやすい社会を目指すUD

Universal Design

技術・家庭

理科

Let’s Read 2

世界のエネルギー資源の実態

Power Your Future

3年3年 インド2年

今日的課題（道徳，人権，道徳，防災・安全など）に向き合う

Let’s Read 2

少年から女性
への恩返しの
物語

A Glass of Milk

Unit 5

ガンディーによ
る人権確立への
取り組み

A Legacy of Peace

Unit 4

地域の一員とし
ての防災への取
り組み

Be Prepared and Work 
Together

2年 シンガポール1年 ニュージーランド 2年 アメリカ

異文化や国際社会について知る

Unit 4

外国の中学生の
学校生活

Friends in New Zealand

Unit 1

海外旅行を通し
た，異文化理解

A Trip to Singapore

Unit 4

ホームステイで
のよくあるトラ
ブルや楽しさ

Homestay in 
the United States

社会

SDGsとは

今日的課題や，生徒の知的好奇心を喚起する題材を取りそろえました。
英語を学ぶとともに視野を広げ，積極的に世界とつながろうとする心を育むことができます。

▲3年 pp.32-33

　 マークのある箇所には，関連
する他教科の教科書紙面PDFを
ご用意しています。

理科

国語

英語 05



語彙の扱い・時数への配慮 特別支援への対応

81
28 29

●新課程の語彙への対応

●各学期の配当時数

文字の書きやすさに配慮して，第2線と第3線の間の幅をやや広げました。また，文字習得に負担がないよう，
より手書き文字に近い書体を開発しました。主に1年の全編で使用しています。

週4時間（年間140時間）の中で，余裕
をもって授業を進められるように配当
しました。

3学期制 2学期制
合計

1学期 2学期 3学期 前期 後期
1年 41 39 23 51 52 103

2年 45 42 21 58 50 108

3年 46 44 9 59 40 99

●文字学習の負担軽減 >> 新4線とユニバーサル書体の採用

・ 教科書のQRコードからは，本文や
単語の音声を聞くことができます。
　家庭学習にも役立ちます。

本誌p. 30

1,000語を基本語として厳選。これら
がしっかり身につけば，中学生として
十分に豊かなコミュニケーションを行
うことができます。

1
Point

2
Point 中学校の新出語は本文から取り上げて

います。授業で扱う本文で取り上げる
ことが効果的と考えられます。

入力すると4線が自動で表示されるフォント
が指導書DVDに入っています。実線タイプと
なぞり書きタイプの2種類があります。

従来の
書体 a tenn is p layer

新書体 a tennis player 小文字の多くは第2線
と第3線の間に書き込
むため，やや広いと書
きやすくなります。

●時間数への配慮 >> Ａ4判化によるページ数の据え置き

先生方の
お声

時数変更がないのに，
ページ数が増えるのは負担だなあ。

語彙数は倍増しているし，小英が教科に
なったから，本文も増えますよね。

イラストや写真がないと，スローラーナー
がほんとうに困るよ。単語の扱いがわかりやすいように，次のような区分を設けて示しています。語句欄の見方

新学習指導要領では，小学校で扱った600～700語に1,600～1,800語を加えた語を扱う
ように示されています。本教科書では小学校の既習語として630語を選び，中学校の新出語
を約1,700語とし，合計約2,300語を取り上げています。

増加した
語彙への配慮

2,300語全てを定着させる必
要はありません。各単語の重
要度や生徒の学習段階に合わ
せて軽重をつけて指導したい
ですね。また，生徒によって，
発信に使う語が異なることに
も留意しましょう。

③題材語
（訳つき／ なし）

①基本語

②準基本語

連語

短縮形

	fro
▼
nt

	ne
▼
rvous

	wo
▼
rry

	yourse
▼
lf

	 Da
▼
vid デイビッド［名］

	 Gre
▼
en グリーン［姓］ 

�  
	enjoy yourself 

�  
	 how’s ⇐ how is

   New Words

	 li
▼

sten

小学校の単語

基本語は太字にしています。
話したり書いたりして発信
できる程度にまで定着させ
たい語です。
CEFR-JのA1レベルや，
従来多くの中学校教科書で
取り上げられていた語など
から選定しています。

既習語扱いですが，登場す
る箇所には囲みで明示して
います。小学校の単語

●拡大教科書の発行
拡大教科書を発行し，全ての生徒に教育の機会均等を保障します。
（A4サイズ・26ポイントを予定。）

・ 特別支援の専門家のご意見により，現行よりも白色度を
おさえ，目にやさしいナチュラルな色の用紙を採用しま
した。同色の従来品に比べて軽量化を図り，重さに配慮
しています。

・ 色覚特性の専門家による校閲を受け，カラーユニバーサ
ルデザインの観点から配色およびデザインの検証を行い
ました。

●用紙の変更 >> 読みやすさを優先

QRコードで学習をサポート

QRコードは3年間で
約200箇所あります。

小学校の既習語
630語

中学校の新出語
約1,700語本教科書

約2,300語
532語

468語

基本語
1,000語

abcd abcd

本編のページ数は現行と同等。

小英の教科化の影響で増えた本文と，イラスト・
写真・図などを配置する余地の確保。

A4判化!3
Point 語彙の学習をサポートする教材やワー

クシートを発行予定。生徒の自学自習
を支えます。

資料②「指導書資料」 p. 4

New Wordsに地色を敷くことで，
本文と区別しやすくしています。

・ 　 マークからは，
内容に関連した
映像などを見る
ことができます。



デジタル教科書・デジタル教材・教師用指導書

30 31

学習者用 指導者用
●学習者用デジタル教科書

●学習者用準拠教材 ●教師用指導書（Teacher’s Manual）

学びや指導を支援するために，これまで以上にラインナップを充実させます。
生徒用のデジタル教科書が新たに登場し，指導者用もさらに内容が充実します。

文部科学省は，2019年末に「GIGAスクール構想」を打ち出し，ハード・ソフト・指導体制一体での ICT教育の充実を推進し
ています。東京書籍は，令和3年度用中学校教科書の全発行書目において「学習者用デジタル教科書」を発行します。

生徒個人の学びに合わせて音声の再生方法をさまざまに設定したり，動画を視聴したりできる「学習者用デジタル教材（デジタル
教科書+教材一体型）」も発行予定です。

1 生徒用リスニングCD 本文，語句などの音声を収録。音声は，ダウンロードやアプリでの提供に対応します。

2 生徒用DVD 本文内容を実写で映像化。字幕は日本語と英語，または字幕なしに切り替え可能。

3 生徒用文法学習DVD Key Sentenceの文法事項をアニメーションで解説。

4 基礎の確認 Key Sentenceの理解・定着を図る問題集。単語学習のためのアプリが付録になります。

5 学習ノート 授業での板書書き取りや自学自習に使えるノート。

6 文型ドリル 文法事項の定着を図る新書サイズのドリル。重要部を赤字にし，その箇所が隠せる赤色
シートがついています。文法習得のためのアプリが付録になります。

7 Let’s Read and Write 
小学校の音の素地を中学校の文字学習につなげるためのワークブック。
小学校の教材の続編です。

8 辞典（英和／和英／英和・和英） 新学習指導要領対応。中学校レベルの語彙，語義，成句を豊富に収録。

1 Teacher’s Book（朱書編） 解答例，指示文の英訳，補充QA & TF問題，リスニングスクリプトなど。

2 解説編 教科書の内容解説，本文全訳，文法・語法解説，題材情報など。

3 指導編 指導案，オーラルイントロや生徒との対話例，年間指導計画，評価に関する資料など。

4 小中接続編 小中接続期にあたる1年1学期（Unit 0~5）の指導案。

5 ワークシート編 ①基礎・基本 活動や問題の解答記入用，「小学校の単語」の定着用，読解補助などのワークシート。

6 ワークシート編 ②アクティビティ 各単元の補充アクティビティ用ワークシート。

7 ワークシート編 ③リーディング 補充リーディング教材を各学年に合わせた語数で収録。

8  CD（音声） / 
DVD-ROM（各種データ）

CDにはリスニング問題の音声を収録。DVD-ROMには本文テキストやリスニングスク
リプト，ワークシート，単語・連語一覧，評価システムなどのデータ（WordやExcel）を
収録。さらに，4線つきフォントやイラスト，ストーリースライドのデータも収録。

9 指導者用デジタルブック 本ページ上参照。

資料②「指導書資料」 p. 1●指導者用教材
1 指導者用リスニングCD 各学年 全13枚組(予定)。米国で録音。各Unitごとにつなげた音声も収録します。

2 ピクチャーカード 1年221枚，2年196枚，3年213枚（予定）

3 フラッシュカード 1年939枚，2年464枚，3年424枚（予定）　※「小学校の単語」を含みます。

4 指導者用DVD 教科書内容を海外ロケで忠実に映像化。

※以下の商品は企画中のため，内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。

デジタル教科書の画面
上のQRコードをクリ
ックするだけで，音声
やアニメーションなど，
リンクするコンテンツ
を呼び出せます。

同様に，画面上のDマークをクリックすると，連携する
デジタルコンテンツを簡単に呼び出すことができます。

1年 p.58 Preview▶ ▲発音の仕方（動画）

共通

オリジナルのカードの作
成ができます。保存／読
み込み，印刷にも対応。

「New Words」と「小学
校の単語」を収録。提示
するカードのセットを事前
に作成・保存し，授業で
活用することもできます。

教科書のイラストや写真に加え，教科書にはな
いイラストも多数収録。

Dマークコンテンツの例

デジタルに関する次のサービスや，その他の4技能に対応したコンテンツの提供を予定しています。

教科書の活動をもとにパフォーマンステストを行う際，
海外の講師が生徒のスピーチなどを聞いて，内容につい
て質問したり，表現方法をアドバイスしたりします。

ALT Online（仮称）

教科書の本文や単語を発音すると，AIが即座にチェック
し，どの音の発音をさらに練習すればよいかを示します。

発音チェックシステム

QRコンテンツ Dマーク

▲本文題材に関連する情報
　（ウェブサイト）

豊富な動画を収録。
◦資料映像
◦文法アニメ
◦Previewアニメ　など

動画 オリジナルカード
作成機能

フラッシュカード
小学校で学習した単語やアルファベットの再確
認ができるコンテンツも充実。小中接続期だけ
ではなく，3年間を通してご活用いただけます。
◦  NEW HORIZON Elementary  
『Picture Dictionary』 フラッシュカード
◦ アルファベットチャート
◦ アルファベットの書き順動画
◦ 口形図動画 ◦ チャンツ　など

小中接続コンテンツ

ピクチャーカード

音声再生
◦ 再生方法（連続／選択／
役割），再生速度可変，
ポーズ秒数設定など

◦ カラオケ表示（音声に
合わせてテキストがハ
イライト）

◦ チャンク単位の音声再生

「Lentrance Reader」ビューアを用
いており，さまざまな教科・教材を
一括管理できます。

1
複数教科を一括管理

メリット

ペンツールによる書き込みやウェブ
上のリンクの貼りつけができます。
学習記録として保存することもでき
ます。

2
学習を支える便利な機能

メリット

◦ 文字の色や大きさ，行間などの調整
◦写真や図版などを拡大
◦日本語を読み上げ
◦総ルビ・分かち書き

3
特別支援教育への対応

メリット

資料②「指導書資料」 p. -2 3

電子黒板を使用した指導に最適な提示型教材です。多様なコンテンツを収録しており，教科書上の写真や
図版，アイコンなどをクリックするだけの簡単な操作で利用できます。また，教科書の素材や関連するコ
ンテンツを使ってオリジナル教材を作成できる「MY教科書エディタ」機能も搭載しています。

●指導者用デジタルブック 資料②「指導書資料」 p. 8

指導者用デジタルブックは，
教師用指導書（本ページ下参照）
に同梱して提供されます。




